
 

令和４年９月９日                    大阪府茨木市 

 

報道関係者各位 

 

 

 

 

 茨木市は、「コンタクトのアイシティ」を事業展開するHOYA株式会社 アイケアカンパ
ニーと「使い捨てコンタクトレンズ空ケースの回収に関する協定」を締結し、同社が展
開する「アイシティ ecoプロジェクト※」の一環として、10月から、市役所本庁舎内に
回収ボックスを設置し、空ケースの回収活動を開始します。 
海洋プラスチックごみ問題、気候変動問題等への対応を背景に、令和４年４月１日に

「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が施行され、市町村に対しては、
プラスチック資源の分別収集・再商品化への必要な措置が求められています。 
茨木市では、空ケースの回収活動を通じて、廃棄物の減量及び再資源化の推進と、市

民への普及啓発を図ってまいります。 
 
■協定名称  
使い捨てコンタクトレンズ空ケースの回収に関する協定 

 
■協定の相手方 
 HOYA株式会社 アイケアカンパニー（東京都中野区中野４丁目 10番２号 中野セントラルパークサウス６階） 

 
■協定締結日 
 令和４年９月９日（金）（締結式は実施しません） 

 
■協定内容（抜粋） 
 (1) 事業者が行うこと 

①空ケース回収ボックス等の提供、交換、修理及び撤収 
②回収した空ケースの送付にかかる費用の負担 
③回収された空ケースの重量の報告 

 (2) 茨木市が行うこと 
①市民等への周知・啓発 
②事業者が提供する回収ボックス等を、茨木市内に所在する公共施設に設置 
③回収された空ケースを、事業者の指定する処理施設へ送付 

 
■回収拠点 
 茨木市役所南館３階資源循環課窓口（10月から） 
 
■福岡洋一市長コメント 
 脱炭素社会や SDGs の実現に向け、今後も市民の皆様の廃棄物の減量、再資源化の意
識の向上に努めてまいります。 

 
※アイシティ ecoプロジェクト：リサイクルが可能な使い捨てコンタクトレンズの空ケースを対象に、
専用ボックスを設置して回収するリサイクル活動。 
【参加団体数（令和４年８月時点）】学校 2,102 校 （小・中・高・大学・専門含む）、企業 867 社
2,413拠点（事業所・支店含む）、自治体 168拠点（公共施設含む） 

※本日、HOYA株式会社 アイケアカンパニーからも、本件についてプレスリリースを行います。 

【報道提供資料】 

HOYA 株式会社 アイケアカンパニーと協定を締結 
～10 月から使い捨てコンタクトレンズ空ケースの回収活動を開始～ 

【本件に関する問合先】 

資源循環課長  電話：072-620-1814 


